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二
一

独
立
行
政
法
人
環
境
再
生
保

全
機
構
に
関
す
る
省
令
の
一

部
を
改
正
す
る
省
令

三
〇

一

〇
防

衛

省

七

地
方
防
衛
局
組
織
規
則
の
一

部
を
改
正
す
る
省
令

一
七
228

規

則

〇
人

事

院

九

一
七

一
五
七

人
事
院
規
則
九

一
七
（
俸

給
の
特
別
調
整
額
）
の
一
部

を
改
正
す
る
人
事
院
規
則

一
214
二
七

一
七

〇

一
二
六

人
事
院
規
則
一
七

〇
（
管

理
職
員
等
の
範
囲
）
の
一
部

を
改
正
す
る
人
事
院
規
則

三

一

二
一

〇

七
人
事
院
規
則
二
一
―
〇
（
国

と
民
間
企
業
と
の
間
の
人
事

交
流
）
の
一
部
を
改
正
す
る

人
事
院
規
則

二
五

一

告

示

〇
内

閣

府

一
五
二
五

公
文
書
等
の
管
理
に
関
す

る
法
律
施
行
令
第
五
条
第

一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

博
物
館
、
美
術
館
、
図
書

館
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す

る
施
設
で
あ
っ
て
、
保
有

す
る
歴
史
的
若
し
く
は
文

化
的
な
資
料
又
は
学
術
研

究
用
の
資
料
に
つ
い
て
同

令
第
六
条
の
規
定
に
よ
る

適
切
な
管
理
を
行
う
も
の

を
指
定
す
る
件
の
一
部
を

改
正
す
る
件

一
214
二
七

一
五
二
六

内
閣
府
本
府
所
管
の
補
助

金
等
の
交
付
に
関
す
る
事

務
の
一
部
を
都
道
府
県
の

知
事
が
行
う
こ
と
と
す
る

件
の
一
部
を
改
正
す
る
件

二

一

一
五
二
七

一
六
五
六

地
域
再
生
計
画
を
認
定
し

た
件

九
222

二

一
六
五
七

一
七
八
三

地
域
再
生
計
画
の
変
更
を

認
定
し
た
件

九
222
一
五

一
七
八
四

一
七
八
五

地
域
再
生
計
画
の
認
定
を

取
り
消
し
た
件

九
222
三
〇

〇
内
閣
府
、
財
務
省

六

沖
縄
振
興
開
発
金
融
公
庫
法

施
行
令
第
二
条
第
一
号
の
規

定
に
基
づ
き
主
務
大
臣
の
指

定
す
る
も
の
を
定
め
る
件
の

一
部
を
改
正
す
る
件

一
214
二
八

七

〃

二
二

一

〇
宮

内

庁

一
〇

絢
子
女
王
殿
下
が
結
婚
の
た

め
皇
族
の
身
分
を
離
れ
ら
れ

る
件

二
九

一

〇
公
正
取
引
委
員
会
、

消

費

者

庁

一
六

発
酵
乳
・
乳
酸
菌
飲
料
の
表

示
に
関
す
る
公
正
競
争
規
約

の
一
部
変
更
を
認
定
し
た
件

二
九
237

七

〇
国
家
公
安
委
員
会

五
一

行
商
従
業
者
証
等
の
様
式
の

承
認
に
関
す
る
規
程
の
一
部

を
改
正
す
る
件

二
二
232

三

五
二

暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行

為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律

第
三
十
二
条
の
五
第
一
項
の

規
定
に
よ
る
適
格
都
道
府
県

セ
ン
タ
ー
の
認
定
を
受
け
た

公
益
財
団
法
人
徳
島
県
暴
力

追
放
県
民
セ
ン
タ
ー
か
ら
住

所
等
の
変
更
の
届
出
が
あ
っ

た
件

二
四

七

五
三

国
際
連
合
安
全
保
障
理
事
会

決
議
第
千
二
百
六
十
七
号
等

を
踏
ま
え
我
が
国
が
実
施
す

る
国
際
テ
ロ
リ
ス
ト
の
財
産

の
凍
結
等
に
関
す
る
特
別
措

置
法
第
三
条
第
一
項
の
規
定

に
基
づ
き
国
際
テ
ロ
リ
ス
ト

を
公
告
す
る
件

二
六
236

七

五
四

国
際
連
合
安
全
保
障
理
事
会

決
議
第
千
二
百
六
十
七
号
等

を
踏
ま
え
我
が
国
が
実
施
す

る
国
際
テ
ロ
リ
ス
ト
の
財
産

の
凍
結
等
に
関
す
る
特
別
措

置
法
第
六
条
第
一
項
の
規
定

に
基
づ
き
公
告
国
際
テ
ロ
リ

ス
ト
の
指
定
の
有
効
期
間
を

延
長
す
る
件

二
九
237

九

〇
国
家
公
安
委
員
会
、
総
務
省
、

国
土
交
通
省

一

移
動
等
円
滑
化
の
促
進
に
関

す
る
基
本
方
針
の
一
部
を
改

正
す
る
件

一
九
231
四
九

〇
個
人
情
報
保
護
委
員
会

七

個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る

法
律
の
規
定
に
基
づ
き
、
認

定
個
人
情
報
保
護
団
体
を
認

定
し
た
件

一
一

一

〇
金

融

庁

四
五

金
融
機
関
の
信
託
業
務
の
兼

営
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令

第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に

基
づ
き
、
金
融
庁
長
官
の
指

定
す
る
信
託
業
務
を
営
む
金

融
機
関
を
定
め
る
件
の
一
部

を
改
正
す
る
件

一
214
二
八

四
六

銀
行
法
施
行
令
第
十
七
条
の

二
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で

の
規
定
を
適
用
し
な
い
金
融

庁
長
官
の
権
限
等
を
定
め
る

件
等
の
一
部
を
改
正
す
る
件

一
214
二
八

四
七

金
融
商
品
取
引
法
第
二
条
に

規
定
す
る
定
義
に
関
す
る
内

閣
府
令
第
十
条
第
一
項
た
だ

し
書
の
規
定
に
基
づ
き
、
適

格
機
関
投
資
家
に
該
当
す
る

者
を
指
定
す
る
件
の
一
部
を

改
正
す
る
件

一
214
二
九

四
八

銀
行
法
第
二
十
六
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
銀
行
に
業
務

の
一
部
停
止
を
命
じ
た
件

一
二

二

四
九

本
庁
監
理
金
融
商
品
取
引
業

者
等
を
指
定
す
る
件
の
一
部

を
改
正
す
る
件

一
五

三

五
〇

保
険
業
法
第
二
百
九
条
第
二

号
の
規
定
に
よ
る
届
出
に
関

す
る
件

二
三

一

五
一

〃

三
一

一

〇
金
融
庁
、
法
務
省
、

財
務
省

五

社
債
、
株
式
等
の
振
替
に
関

す
る
法
律
第
四
十
四
条
第
一

項
第
十
三
号
の
規
定
に
基
づ

き
口
座
管
理
機
関
を
指
定
す

る
件
の
一
部
を
改
正
す
る
件

二
三
233

一

〇
金
融
庁
、
農
林
水
産
省

五

農
林
中
央
金
庫
法
の
施
行
に

関
し
定
め
る
件
等
の
一
部
を

改
正
す
る
告
示

一
七
228

〇
総

務

省

三
四
九

政
治
資
金
規
正
法
の
規
定
に

よ
る
政
治
団
体
の
届
出
事
項

の
異
動
の
届
出
が
あ
っ
た
の

で
公
表
す
る
件

四

一

三
五
〇

簡
易
無
線
局
の
周
波
数
及
び

空
中
線
電
力
を
定
め
る
等
の

件
の
一
部
を
改
正
す
る
件

四
217

三
五
一

無
線
設
備
か
ら
発
射
さ
れ
る

電
波
の
強
度
の
算
出
方
法
及

び
測
定
方
法
を
定
め
る
件
の

一
部
を
改
正
す
る
件

四
217

三
五
二

エ
リ
ア
放
送
を
行
う
地
上
一

般
放
送
局
の
免
許
の
申
請
書

及
び
申
請
書
に
添
付
す
る
書

類
の
提
出
に
係
る
取
扱
い
の

一
部
を
改
正
す
る
件

四
217

三
五
三

安
全
通
報
の
発
信
に
関
す
る

報
告
の
簡
易
な
手
続
を
定
め

る
件

四
217

三
五
四

変
更
検
査
を
要
し
な
い
こ
と

と
す
る
無
線
設
備
の
変
更
の

工
事
を
定
め
る
件

四
217

三
五
五

再
免
許
の
申
請
を
免
許
の
有

効
期
間
満
了
前
一
箇
月
以
上

六
箇
月
を
超
え
な
い
期
間
に

行
う
こ
と
が
で
き
る
無
線
局

を
定
め
る
件

四
217
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